
区分 テーマ 地域課題の概要

⑥観光資源の共同開
発・ＰＲ

観光地等のにぎわいづくり

・市町単独では、観光地としての知名度が低い、滞在時間
が短いなどの課題があるため、圏域で連携して、新たな観
光資源の掘り起こしや観光コンテンツの創出、効果的な情
報発信等を行う必要がある。

市町名

三原市

三次市

東広島市

江田島市

海田町

熊野町

坂町

安芸太田町

北広島町

世羅町

岩国市

和木町

上関町

広島広域都市圏地域貢献人材育成支援事業

＜圏域内の市町が抱える地域課題や大学・高校等に期待する取組＞

大学・高校等に期待する取組

観光地としての知名度を向上させたり、滞在時間の長期化を促進させる取組や、圏域市町が連携して実施できる取
組を検討していただきたい。

造成した観光プログラムの実効性を検証するためのモニターツアーへの参加や、若者視点での改善提案を期待する。
また、顧客層である大学生には学生ならではの感性を活かし、周知活動に協力していただきたい。特に留学生には、イ
ンバウンド受入の観点からモニターツアーへの参加者として協力を期待する。

若い感性や自由な発想で新たなコンテンツの創出や情報発信の手法を期待する。

若者が「行ってみたい」と思うような斬新な発想による観光資源の掘り起こしや、商品化や来訪の目的になるような観
光資源やプログラムの造成をしていただきたい。

近隣自治体との枠組み（広域都市圏等）を活用し、観光コンテンツの創出等は実施しているものの、住民や来町者が
一息つくための場所、集い、自由に過ごせる場所（いわゆるサードプレイス）が少ないことが、当町の課題となってい
る。
「観光地」とは異なるが『地域資源を活用したサードプレイスの創出』についてアイデアをいただきたい。

若い世代の視点による町の魅力の発見・発信につながる企画・取組を検討していただきたい。

効果的な情報発信について手法・発信内容も含め検討していただきたい。

当町を訪れる観光客は自然探勝、登山を目的とした年配の方が多く、若者が少ない状況である。そのため、若者目線
での観光資源の掘り起こしや観光コンテンツの創出など、若者が来町したくなる観光地創出・発信力の強化について
検討していただきたい。

キャラクター「花田舞太郎」のプロモーションを通じて北広島町を親しみやすい形で発信し、地元中高生とともに地域
外の若者を巻き込んだ関係人口の創出につなげることで、持続可能な継承の基盤を築きたい。

広島市内の大学生等による観光施設での通訳案内を、広島市内から遠方の自治体でも実施することを検討していた
だきたい。

広島、宮島に訪れた観光客に、岩国に足を運んでもらえるようにするにはどうすればよいか検討していただきたい。
また、関東から北の地域の「錦帯橋空港」の認知度を上げ、利用者を増やすための情報発信の取組について検討して
いただきたい。

観光資源に乏しく、観光地と言えるのはファミリー向けの「蜂ヶ峯総合公園」のみである。近隣市町を含めた、ファミ
リー層をターゲットとした観光連携を検討していただきたい。

現在「ふるさと魅力発見ツアー」等、広島広域都市圏で行っている観光事業もあるが、広島広域都市圏での新たな観
光・交流事業の企画や効果的な情報発信について検討していただきたい。



市町名 大学・高校等に期待する取組

平生町

浜田市

出雲市

益田市

飯南町

無料高速道路尾道松江線の開通により、飯南町へのアクセス道である国道54号の交通量は半減し、直近の高速道イ
ンターチェンジまでも20分程度かかるため、観光周遊のルートから外れている現状がある。また、一日過ごせるような
観光資源は乏しく、町単体での観光周遊プランは現実的でない。
ついては、近隣の広島広域都市圏構成自治体の観光資源と組み合わせて、本町の観光施設等にも訪れてもらえるプ
ランを検討していただきたい。
検討において、課題となる事項や魅力に欠ける点など、マイナス要素も併せてご指摘いただき参考としたい。

交通の便が悪い地域（中山間地域や半島、離島などの辺地）における効率的かつ効果的な観光振興の取組を検討し
ていただきたい。

圏域で連携した周遊による滞在時間の延長につながる取組を検討していただきたい。また、交通アクセスが脆弱な当
地域への誘客につながる手法を検討していただきたい。

出雲大社以外への誘客が少ないという課題があるため、圏域内で連携し、国内外の観光客をターゲットに新たな観光
資源を掘り起こすとともに、観光コンテンツの創出や効果的な情報発信、周遊促進に繋がる取組を検討していただき
たい。特に、観光客数が減少する冬季におけるコンテンツづくりや賑わいの創出、夜間のコンテンツづくりや賑わいの
促進に焦点を当てて、取組を進めていただきたい。

当市では、日本遺産認定を契機に、市民への普及啓発や史跡等の環境整備を行っており、更なる観光誘客の為、益
田の観光資源を魅力的（効果的）に発信する取組を検討していただきたい。


